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改訂：　2021年  4月   1日

1. 【製品および会社情報】

： ＳＮ－３００１　バイオフレックスクロス

： 三喜工業株式会社

： 千葉県千葉市中央区今井１－４－１６

： 企画開発部

： ０４３－２６２－８１００

： ０４３－２６３－２６３８

： ０４３－２６２－８１００

： ５６８５－Ａ－Ｆ－a

2. 【危険有害性の要約】

： 分類対象外

： ー

： ー

： 通常の取扱いでは有害性はない。

： 発生粉塵の分類は以下に該当する。

※次ページへ続く

安全データシート（SDS）

分類項目

爆発物

金属腐食性物質

有機過酸化物

酸化性固体

酸化性液体

水反応可燃性化学品

自己発熱性化学品

自然発火性固体

自然発火性液体

自己反応性化学品

可燃性固体

引火性液体

高圧ガス

支燃性／酸化性ガス

不燃性

反応せず

急性毒性（経皮）

急性毒性（経口）

データ無し

データ無し

データ無し

分類対象外

不燃性

不燃性

GHSラベル要素

【加工が無い場合】

注意喚起語

危険有害性

【加工がある場合】

GHS分類

評価 備考

エアゾール

引火性ガス（化学的に不安定なガスを含む）

分類不可

区分外

分類不可

分類対象外

区分外

区分外

区分外

区分外

分類対象外

分類対象外

分類対象外

分類対象外

製品名

会社名

住所

担当部門

電話番号

FAX番号

緊急連絡先

整理番号

GHS分類

物理化学的危険性

可燃性／

健康に対する有害性

分類対象外

不燃性

分類対象外

分類対象外

区分外

分類対象外
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： ー

： 眼、皮膚などに触れたとき、一過性の機械的刺激を生ずることがある。

粉塵を長期にわたり多量に吸入したとき、呼吸器への影響を生じる

おそれがある。

： 製品取扱い時に飲食または喫煙をしないこと。

粉塵の吸入を極力避けること。

取扱い後はよく手を洗うこと。

3. 【組成・成分情報】

： 混合物 

：

　

1）労働安全衛生法、2）特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

注）上記法律1）、2）の対象物質、その他危険有害性があると思われる原材料について表中に記載

※　鉄クロム線には、労働安全衛生法 通知対象物のクロムを含有しているが、使用時に粉塵・

　　ヒューム等を発生する可能性がないので、「非該当」とした。

4. 【応急措置】

： 異物感が無くなるまで、流水で洗浄する。眼をこすってはならない。

： 水または微温湯で流し落としたのち、石鹸でよく洗う。痛みが残ったり、

何か症状のあるときは、医師の診察を受ける。

非該当

鉄クロム線　※ － － 3-10 非該当※ 非該当 非該当

－ － 5-15 非該当 非該当

65997-17-3 対象外 15-35 非該当 非該当

436083-99-7 対象外 非該当非該当31455-75

非該当

整理番号

官報公示
成分名（ 一般名 ） ＣＡＳ  Ｎｏ．

GHSラベル要素

危険有害性情報

注意書き

分類不可 データ無し

分類不可 データ無し

分類不可 データ無し

水生環境有害性（急性）

水生環境有害性（長期間）

オゾン層への有害性

環境に対する有害性

吸引性呼吸器有害性 分類不可 データ無し

発がん性 区分外
カテゴリー０

特定標的臓器毒性（単回暴露）

特定標的臓器毒性（反復暴露）

分類不可 データ無し

分類不可 データ無し

分類不可 データ無し

EU分類；

分類不可 データ無し

分類不可 データ無し

分類不可 データ無し

呼吸器感作性

皮膚感作性

生殖細胞変異原性

生殖毒性

皮膚腐食性／刺激性

急性毒性（吸入）粉塵及びミスト

急性毒性（吸入）蒸気

一過性の刺激あり区分外

急性毒性（吸入）ガス データ無し

単一製品／混合物の区別

眼に入った場合

アルカリアースシリケートウール

ガラス長繊維

有機繊維

皮膚に付着した場合

分類不可

分類不可

ＰＲＴＲ法 2)

対象物 1）

安衛法通知含有量

第二種第一種（％）

化学名 注）

健康に対する有害性

データ無し

データ無し

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 データ無し

分類不可

分類不可

〈SN-3001〉Page.2



5. 【火災時の措置】

不燃性なので、火災時の措置は特にない。

ただし、本製品が高温にさらされた場合は、本製品に含有される数％の有機繊維が燃焼し、有害な

ガスが発生する可能性があるので、火災時にはそれらを吸入しないように極力風上に逃げること。

6. 【漏出時の措置】

製品が破損し、床面などにこぼれた場合は、粉塵が飛散しないように静かに工業用掃除機等を

用いて清掃し、空容器や袋等に詰めて、一般産業廃棄物と同様の扱いとする。

7. 【取扱い及び保管上の注意】

： 本製品は切断等の加工をしない限り、特に注意することはない。

切断等の加工をする場合は、次の注意事項を守ること。

① 取扱いに際しては、防塵マスクを着用し、必要に応じて、

局所排気装置・除塵装置を設置する。

② 長袖の作業衣及び保護手袋を着用する。必要に応じて、保護眼鏡を

使用する。

③ 取扱い後は、うがい及び手洗いを励行する。

： 有機繊維が含まれており、初期加熱時に臭いおよび煙が発生する

可能性があるので、十分換気を行うこと。

： 室内で常温で密封状態で保存する。

： 水濡れ注意。

： 蒸気、水と接する条件下では成形品の強度が低下する可能性があるので、

同条件下での使用の場合は、ご相談下さい。

8. 【暴露防止及び保護措置】

：

ＳＣＯＥＬ・・・欧州科学委員会

Ｒ）鉱物性の吸入性粉塵として（遊離けい酸含有率０％） Ｔ）鉱物性の総粉塵として

Ｆ）長さ5μm以上、アスペクト比（長さ／直径）３以上の吸入性繊維

Ｑ）製品中の遊離けい酸（結晶質シリカ）含有率

： 粉塵の飛沫源を密閉にするか局所排気装置、除塵装置を設置する。

設置することが困難な場合は下記に定める保護具を使用すること。

：

作業環境中の濃度が、上記の基準を超えるおそれがある場合は、

防塵マスクを着用する必要がある。防塵マスクの型式は、

フィルタ交換型が通常は適している。多くの種類の国家検定品が

市販されているので、この中から作業に適したものを選定し、

顔面への密着の状態には特に留意するとともに、フィルタの点検と

交換などの保守管理を適切に行う。

※次ページへ続く

防塵マスク

ー ー

3.0 mg／ｍ3 R)アルカリアースシリケートウール

ガラス長繊維 ー

ー ー 1 f/ml F)

1 f/ml F) 1 f/cc F)

鉱物性粉塵
3.0／(1.19 X

Q+1) R) mg/ｍ3

1 mg／ｍ3 R)

4 mg／ｍ3 T)

設備対策

2015

ＳＣＯＥＬＡＣＧＩＨ

2016 2012

許容濃度

管理濃度／許容濃度

管理濃度 日本産業衛生学会

保管上の注意

その他の特記事項

取扱い上の注意

保護具
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ゴーグル、サイドシール付き保護眼鏡など作業に適した保護具を

使用する。

ゴム手袋、長袖の作業衣など作業に適したものを使用し、皮膚が

露出しないようにする。

9. 【物理的及び化学的性質】

： 固体

： 白色／緑色

： 非引火性

： データ無し

： 無し

： 水、有機溶剤に不溶

： ８００℃以下

10. 【安定性及び反応性】

： 通常使用では安定。

蒸気、水と接する条件下では成形品の強度が低下する可能性がある。

11. 【有害性情報】

： 物理的な刺激作用がある。

： かゆみや紅斑を生じることがあるが、一過性で慢性の障害を生じることは

ないとされている。

： 切断加工時に発生する粉塵中に吸入性粉塵及び繊維が含まれるので、

長期間にわたり大量に吸入すると呼吸器系障害（塵肺）を生じる

可能性がある。

・ アルカリアースシリケートウールの情報

（1）急性作用

眼に入った場合 ： 物理的な刺激作用がある。

皮膚に付着した場合 ： かゆみや紅斑を生じることがあるが、一過性で慢性障害を生じることは

ない。

（2）慢性作用

発生する粉塵中に吸入性繊維が含まれるが、吸入しても、排出されやすいため、呼吸器系の

障害を生じるおそれが低いと考えられる。

（3）発がん性

アルカリアースシリケートウール（ファインフレックスBIO）は、EU CLP規則1272/2008/EC

（化学品の分類、表示、包装に関する規則）Note Qの要件を満たし、EU発がん性分類に

あてはまらない。国際がん研究機関（IARC）では、アルカリアースシリケートウールは

発がん性の分類の記載がない。

・ ガラス長繊維の情報

刺激性（眼／皮膚） ： 直接接触時に物理的刺激があるが、毒性はない。

発がん性 ： IARC グループ３（ヒトに対する発がん性については分類できない）

急性毒性／慢性毒性 ： 急性毒性ではないが、慢性毒性はある。（長期間、多量にガラス繊維を

吸入したとき、じん肺を起こす恐れがある。）

皮膚についた場合

吸入した場合

成分の情報

発火点

爆発範囲

溶解性

使用温度

反応性

保護眼鏡

手袋・作業衣

引火点

製品の情報

眼に入った場合

物理的状態

色
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12. 【環境影響情報】

生体影響についてはデータ無し。

13. 【廃棄上の注意】

本製品を事業活動に伴って廃棄する場合は、一般産業廃棄物に該当するので、”廃棄物の処理及び

清掃に関する法律”に基づき、適切な処理を行う。

14. 【輸送上の注意】

危険性はないが、輸送中の包装の破損などによって粉じんが飛散しないように注意する。

： 無し

： 無し

15. 【適用法令】

通知対象物 （３１４人造鉱物繊維）

表示対象物 （３１４人造鉱物繊維

　ただし、表示の適用除外※1）

※1 ： 本製品は労働安全衛生法　表示対象物を含有するが、「運送中及び貯蔵中に固体以外の状態に

ならず、且つ、粉状にならない製品」は表示の適用除外となり、本製品はこれに該当する。

(注) 本製品は、「粉塵障害防止規則（粉塵則）」において「鉱物」に該当し、次の作業を行う場合は、

粉塵則の適用を受けるが、「特定化学物質障害予防規則（特化則）」などその他の法規の適用は

受けない。

① 鉱物（本製品）を裁断し、彫り、または仕上げする場所における作業（粉塵則別表１の６号）

② 鉱物（本製品）を動力により破砕し、粉砕し、またはふるい分ける場所における作業

（粉塵則別表１の８号）

耐火物を用いてかま、炉等を築造し、若しくは修理し、または耐火物を用いた釜、炉等を解体し、

若しくは破砕する作業（粉塵則別表１の１９号）

16. 【その他の情報】

［その他］

使用前のアルカリアースシリケートウール中には、遊離けい酸は存在しないが、更なる加熱

（1,000℃以上）に伴い、繊維の結晶化が進行し、表面の一部が遊離けい酸の一種である

クリストバライトに徐々に変化を起こす。使用後、これらの物質を廃棄すると、少量の遊離けい酸が

含まれる粉塵が発生する場合がある。遊離けい酸は塵肺を生じる作用があるため、窯炉の補修、

解体等においては、この粉塵を吸入することがないよう注意する必要がある。なお、管理濃度は

次の式で算出される。

管理濃度（mg/ｍ3）= ３.０／（１.１９Q+１） Q：遊離けい酸含有率（％）

※次ページへ続く

管理の改善の促進に関する法律（ＰＲＴＲ法）
適用無し

適用無し

適用無し

適用（注）

労働安全衛生法

粉塵障害防止規則

消防法

危険物船舶運送及び貯蔵規則

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び

国連分類

国連番号
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この情報は新しい知見に基づき、改訂されることがあります。

記載内容のうち、含有量、物理/化学的性質等の情報は保証値ではありません。危険・有害性の評価は、

現時点で入手できうる資料・データ等に基づいて作成しておりますが、全ての資料を網羅したわけでは

ありません。
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